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もっとも文法化の進んだ用法)とを併せ持つ 。この用法 問の連続性 、及び
有機的な関連性を捉えることが可能な、もっとも有効なアプローチとして
「文法化」の概念を採用した O
第 3章と第 4章は「テイクテクル」構文 、 第 5章は「テ アゲル テ
クレル J構文の個別研究である。第 3章と第 4章は本来なら つの章として


















るには、補助動詞 「テクル j か fテクレル」の付加を必要とする。また、
く対象移動>の<対象>がく心理>に抽象化することにより、 「テクル 」
はく迷惑>の意味機能が生じる。同じく求心的方向を表す「テクレ/レ」は
<受益>を表すので、 「テ クル」構文と「テクレル」構文 は相互補完的な
関係であるといえる。
<時間移動>は、大きく<変化の継続><動 作の継続 >に 分けられる 。
特記すべき点は、く変化の継続 >を表す前項動詞類は、く進展性 > とい っ
た素性を必要とすることである。[主体変化動詞〕、 [主体動作・客体変
化動詞〕、 〔いわゆる心理動詞〕、 [関係動詞〕などもく進展性 〉 の有無
により、く時間移動>の fテイクテクル J構文の成立可否が決定され
る。
また、第 4章では、日本語の「テイクテクル j に対応する韓国語の
r a kata • a otaJ との文法化の相違についても若干触れた G その結果、韓






ル」について述べた後、第3、4章同様、 「テアゲルテクレル j 構文を
文法化の進展の程度に応じて記述した。その際、 「人名詞+ヱ格 j との共
起可否、前項動詞と「アゲル J rクレル Jの時間関係の成立可否をもって、
< (所有権の)空間移動>・<抽象物の移動>・<恩恵の移動>の三種に
分けた。
<空閣移動>は、対象の空間移動のことで、 「人名詞十ニ格 J との共起
を可能にし、前項動詞と「アゲルクレル J との聞には継起的な時間関




















である。 rテクルテクレル j 構文 l士、ある程度まではパラレルに、文
法化の度合いによる意味の変化を示すことが可能である。すなわち、く空
間移動>においては「テクル Jがく主体>、 「テクレル Jがく対象>を表
















した間接的な関わりによる影響の意味が、それぞれく+NEGATlVE> < + 
POSITIVE>に分かれるのは、以下の要因による。すなわち、本動読「クレ
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